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韓国語の文字

ハングル とは

ハングルとは、韓 の文字 を表します。朝鮮の国王世宗によって 年に制定され、 年に訓民

正音として公布されました。その後 年に周時經が と名付けました。

では音素を表す母音字・子音字を組み合わせて音節を作ります。

母音字

ハングルには次の 個の基本的な母音字があります。

文字

発音

またこれらを合成して作られる複合母音字として次の 個があります。

文字

発音

なお、辞書に出てくる順番は、 で

す 。

子音字

韓国語の子音には、平音・激音・濃音・鼻音・流音があります。とりあえず、文字を見てみましょう。

子音字

発音

子音字
? ? ? ?発音

子音と母音の組み合わせ方

ハングルの組み合わせは大きく分けて以下の６つに分けられます。

子音 母音

子音

母音

子音

母音

子音 母音

パッチム

子音
母音

パッチム

子音

母音

パッチム

このように、子音にどの母音が付くかにより組み合わせかたが変わります。１音節を一つの文字のよう

に表記します。なお、パッチム（終声字）とは音節末に付く子音のことで、支えるものという意味があり

ます。

北朝鮮では となります



発音

母音の発音

母音字でみると、 字ありますが、発音で分類すると、次の つになります。

母音

半母音

半母音

このほかに、２重母音の があります。では、個々の文字と発音を見ていきましょう。

日本語のアとほぼ同じ。

日本語のエより大きく口を開けてエを発音する。

日本語のヤとほぼ同じ発音。

に半母音の を付けた発音。

口を大きく開けてオを発音。

日本語のエとほぼ同じ。

に を付けた音。

に を付けた音。イとエを一息で発音する。

くちびるを丸めてオを発音。

日本語のワの音とほぼ同じ。

に半母音の を付けた音。

本来はくちびるを丸くしてオですが、現在はウェ。

日本語のヨをくちびるを丸めて発音。

くちびるを丸めてウを発音。

に が付いた音。ウォ

に が付いた音。

に が付いた音。ウィ

くちびるを丸めてユを発音。

くちびるを横にひいてウを発音。

と の合わさった音。ただし語中では と発音。

日本語のイとほぼ同じ。



子音の発音

子音を発音から分類すると次のようになります（音節の頭での発音です）。

平音 激音 濃音 流音 鼻音

唇音

舌先音

摩擦音

破擦音

口蓋音

喉音

平音は、語頭では無声音（清音）、語中では一般に有声音（濁音）になります。激音は平音を強く発音した

音。濃音は破裂の後に息を吐き出さないで発音します。なお、子音は終声音としては

の音にしか発音しません。

日本語のカ行の音。

ッカに近い発音。終声では 。

日本語のナ行の音。

日本語のタ行の音。

ッタに近い発音。

日本語のラ行の音。初声では だが、終声では 。

日本語のマ行の音。

日本語のパ行の音。

ッパに近い発音。

日本語のサ行の音。終声では 。

ッサに近い発音。終声では 。

初音では発音しない。終声では鼻音 になる。

日本語のチに近い音。終声では 。

ッチに近い音。終声では 。

?

チを強く発音した音。終声では 。

?

カを強く発音した音。終声では 。

?

タを強く発音した音。終声では 。

パを強く発音した音。終声では 。

日本語のハ行の音。終声では だが、語中では弱まって発音されないことがある。
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